
 

 

 

 本校では今月からインフルエンザ B型に罹患する児童が増えてきており、学級閉鎖をするクラ

スも出ています。インフルエンザ B型は、症状の進行が比較的緩やかで腹痛や下痢などの消化器

系症状が多くみられるため、風邪や胃腸炎と間違えられることがあります。体調が優れないとき

は無理をせず休養するようにしてください。 

 

 インフルエンザ A型 インフルエンザ B型 

発熱 38～40℃の高熱が急激に出現 ・37〜39℃程度で A型よりやや低めの傾向

だが、小児では高熱が出やすい 

・熱が長引きやすい 

・一度熱が下がった後再び発熱することが

ある（二
に

峰性
ほうせい

発熱） 

全身症状 強い倦怠感、関節痛、筋肉痛が 

顕著 

全身症状は A型より軽度なことが多い 

消化器症状 比較的少ない 腹痛、下痢、嘔吐などが出やすい 

※胃腸炎と間違えられることがある 

呼吸器症状 咽頭痛、咳、鼻水は発熱後に目立

ってくるケースが多い 

咳・鼻水などが目立つことがある 

咳が長引きやすい 

発症の速さ 突然の発症が特徴的 比較的緩やかに症状が進行することもある 

（「何となくだるい」から始まる） 
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お子さんとお読みください ２月
がつ

の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

   心
こころ

の健康
けんこう

について考
かんが

えよう 

 

２月５日は「笑顔
え が お

の日
ひ

」       

「笑
わら

い」にはたくさんの効果
こ う か

があります。心
こころ

と体
からだ

を健康
けんこう

に保
たも

つ

ためには、たくさん笑
わら

うとよいです。笑
わら

えることなんてないし…

という人
ひと

も、笑顔
え が お

をつくってみたり、思
おも

い出
だ

し笑
わら

いでもいいので

１分間
ぷんかん

大笑
おおわら

いしたりするだけでも効果
こ う か

があるそうですよ。 

笑
わら

いの効果
こ う か

 

免疫力
めんえきりょく

が上
あ

がる 記憶力
きおくりょく

が上
あ

がる 

ストレスがやわらぐ 幸福
こうふく

を感
かん

じる 
コミュニケーションが

スムーズになる 


